
高１の進研模試41点（100満点）からス
タートし、高２の全統模試で満点（200点
満点）を取り、全国トップになったＨ君
 　
　理系科目の出来不出来は、教え方に相当影響を受けます。　難しく説明しようとしたら、どれだけでも難しく出来るし、
逆に、工夫をして易しく説明しようとしたら、どれだけでも易しく出来るのです。　そんな指導の違いがはっきり分かる
のがＨ君のケース。　Ｈ君が青木塾に入塾したのは、高１の２学期のことでした。　当時の成績は、入塾後３ヶ月目の進
研模試で、数学の成績が１００点満点中４１点、学年順位も３９１人中１２８番というものでした。　ところが、入塾後
１０ヶ月程度経った時点の高２の全統模試では、何と満点を取り、学校のみならず全国でトップになったのです。　その
後も数学は彼の得意科目で何度も学年トップを取り、、高３の全統記述でも理系数学で学年トップとなり、全国順位も５０
２番という好成績を取っています。　現在、彼は名古屋大学大学院で宇宙線の研究をしているそうです。　（１９９８年春、
松高卒）

　　　　　　　【高１の進研模試の結果】

　　　　　　　【高２の全統模試の結果】

　　　　　　　【高３の全統記述模試の結果】


